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	「老い」とは　結構刺激的な人生の断面では
　　「老い」を受け入れることから生まれる人生



　今年も暑い、暑い夏でした。私は、ただただ小百合（我が飼い犬）とパンツ一丁で喘ぐばかり。それでも、今年は、八月後半から秋風が吹いて過ごし易くなり、命拾いした思いです。
　さて、暑い日、何をする気も起きなく、ぼんやりテレビを見ていると、頻繁にテレビコマーシャルが流れます。そのコマーシャルたるやサプリメントや化粧品といった類のなんと多いことか。
しかもその映像、いささか品に欠け、膝関節が痛くて歩けない高齢者がとたんに走り始め、六十代の女性がたちまち四十代の美女に大変身。
テレビ局に高額の放映料を支払って、一日中、否一年中放映しているのですから、結構営業成績に見合うコマーシャルなのでしょう。こんなテレビコマーシャルを頭に叩き込まれると、もしかし
て自分も変身できるかもと思うのが人情というものでしょう。
　話は変わりますが、私の住む茅ケ崎の朝の海岸は、駅前のラッシュ並みに高齢者がランニングやウォーキングに汗を流しています。その中に、必死の形相で走っている人や、まるでスポーツの競歩のように人をかき分け、走るように歩いている人をたびたび見かけます。
　多くの高齢者は、健康を保つためとか体力の衰えを少しでも防ぐため、体を動かすことを楽しんでいるように見えますが、これらの人は、年齢を吹き飛ばし、壮年のころの体力・気力を取り戻そうと必死にあがいているように見えます。
競争がますます激しくなる現代社会、私たち高齢者も陰に陽に
行政やマスコミを通じてパッパをかけられているようなものですが、一体私たち高齢者は、「老い」とどう向かい合っていけば良いのでしょうか。
　サプリメントを服用すれば壮年の体力と気力が戻ってくるのでしょうか。自分にちょっと激しい運動を課せば、残業もものともせず働けるようになるのでしょうか。答えはノーの一言です。
　命とは、死に向かって流されてゆくもの、時間の流れに抗うことは許されません。
　「老い」と格闘して「老い」をねじ伏せようとすることではなく、「ケ・セラ・セラ」と「なるようにしかならない」と考えること、言ってみれば、「老い」を全身で受け止め、仲良く付き合っていくことこそ大切なことではないでしょうか。
良くしたもので、「老い」を受け止めることで、新たな心象風景が広がって、結構刺激的な毎日になるように思います。
スロー　イズ　
ビューティフル！
（永井　記）
	全国の高齢者が一堂に会し
今という時代を考えるために



地公三単産・地公退高齢者集会
　＊九月十四日（日）午後一時半～
＊日本教育会館（東京・神田一ツ橋）
＊出席者　いちょう会からは、永井、海上、井一、小島の四名の役員が出席　
　なお、記念講演として、「沖縄の歴史と文化から平和を考える」と題し、音楽家の海勢頭　豊さんの語りと歌が披露されました。
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（注）
　地公三単産とは自治労、日教組、全水道。地交退とは三単産の退職者でつくる退職者協議会、地方公務員退職者協議会。
なお、詳細な説明は省き、採択された大会宣言を別紙に掲載します。
二〇一四全国高齢者集会
＊九月十五日（月）午後一時～
＊日比谷公会堂（東京・日比谷公園）
＊出席者　いちょう会から永井、松島、澤木、石橋、大木の五名の役員が出席
＊デモ　日比谷公園―内幸町交差点―日航ホテル前左折―銀座四丁目交差点―鍛冶屋橋交差点（流れ解散）
（注）
　この集会の主催は、「退職者
連合」で、いちょう会は、「全
日本自治体退職者会」を通して
加盟しています。
　なお、前回のニュースで一般
会員にも呼びかけましたが、残
念ながら今年も参加者はゼロ
でした。また、この集会の概要
は省きますが、別紙に「集会ア
ピール」を掲載します。
　
	「戦争をさせない全国署名」
の結果がまとまりました
百六十三枚　五五二筆
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作家の大江健三郎さんや落合恵子さん等でつくる「戦争をさせない一〇〇〇人委員会」の呼び掛けに応じ、いちょう会が六月一三日付けで会員の皆さんにお願いした「戦争をさせない全国署名」の結果がまとまりました。
八月末現在
　署名用紙一六三枚、五五二筆　　（自治労県本部集計）
署名にご協力いただいた多くの会員、家族等の皆さんに感謝申し上げ、これからも息の長い運動を続けていきましょう。
	秋刀魚の歌
あわれ秋風よ　情けあらば伝えてよ　男ありて　今日の夕餉にひとりさんまを食らいて思ひにふけると。　　
さんま　さんま　そが上に青き蜜柑の酸をしたたらせて　さんまを食うは　その男がふる里のならいなり。そのならいをあやしみなつかしみて女はいくたびか青き蜜柑をもぎ来て　夕げに向かいけむ。
あわれ　人に捨てられんとする人妻と　妻にそむかれたる男が食卓に向かえば　　愛薄き　父を持ちし女の子は　小さき箸をあやつりなやみつつ　父ならぬ男にさんまの腸をくれむと言うにあらずや。　佐藤　春夫



　
　　
　　
	川内原発再稼働するな！
フクシマを忘れない！
九・二三さようなら原発
全国大集会



〇九月二十三日（火）十三時～
〇亀戸中央公園
　　当初、代々木公園に予定されていましたが、デング熱騒動のため、急遽、亀戸中央公園に変更されて行われました。
	「銀杏」第13号原稿募集
　毎年発行している「銀杏」も、今年度は数えて13号となります。日頃の暮らしぶりを会員の皆様に紹介し、あるいは第２の人生の生き方を提案するなど、すっかり皆様の間に定着した感があります。

　ますます充実した「銀杏」にしていくために、多くの皆さんの投稿をお待ちしています。
募　集　要　領
· 内　容
　　１　近況報告、雑感、旅行記、活動報告
　　　　など
　　２　俳句、川柳、短歌、詩など
　　３　同好会のお知らせ、会員募集など
　　　　＊学術論文的なもの、難解なものは避けるようにしてください。
　　　　＊多くの会員から投稿いただきたいと思いますので、長文はご遠慮願います。（400字詰め原稿用紙４枚程度）
· 募集期間
2014年10月１0日～12月16日
· 原稿送り先
１．メールはこちら（極力この方法でお願いします）
２．FAX　　045-201-3253
３．郵送　　〒231-8588
　　　　　横浜市中区日本大通り１
　　　　　　自治労神奈川県職労内
　　　　　　　県退職者いちょう会



〇主　催　「さようなら原発」
一千万署名市民の会
　（内橋克人、大江健三郎、落合恵子
鎌田慧、坂本龍一、澤地久枝、瀬戸内寂聴、鶴見俊輔）
〇参加者
　　一万六千名（主催者発表）
　　いちょう会は、自治労県本部
の要請により、四名の役員が参加しました。
〇概　要　
珍しく朝日新聞にも掲載されましたので概要は省きますが、九月二十二日にウィーンで始まった国際原子力機構（ＩＡＥＡ）に出席した山口担当相が「原子力規
制委員会の基準で安全性が確保されたので、政府として再稼働を
進めていく」と表明しました。
　しかし、福島第一原発の事故処理は遅々として進まず、何十年か
かるか誰も正確には答えられません。また、幸いにも事故を免れ
たとしても、原発はやがては廃炉の時期を迎えます。安全性を確保して廃炉する場合、恐らく膨大な経費を要すること間違いありません。一体誰がその経費を負担するのでしょうか。しかも、安全に廃炉にする技術を開発するめどすら未だ立っていないのですから。　　　　　　　（永井　記）
	「初歩から学ぶ短歌教室」について
　前回のいちょう会ニュースで参加者を募集しました「初歩から学ぶ短歌教室」は、提案を頂き、教室の世話人を予定していた小島弘さんが体調不良のため、今回は教室の立ち上げを断念致しました。ご応募いただいた会員の皆様には、誠に申し訳ありませんが、事情をお察しいただき、ご容赦いただきたくお願い致します。
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	大磯ぶらり散策、荒天にもめげず二三名が参加
九月二十五日（木）



大磯は、海と低い山に囲まれ、横一線に伸びる国道一号線の両側に静かに横たわる緑豊かな街である。国道から一歩わき道に迷い込むと、人影すら見えない静寂だけが支配して、美しい屋並みが続く。
そんな大磯は、明治の面影を今に残す不思議な街でもあるが、明治時代だけでなく、江戸時代も、戦後の混乱期の日本のよすがも感じさせる、言ってみれば日本の歴史を丸ごと包み込む街でもある。
　さて、「大磯ぶらり散策」に参加した二十三名、戦後の日本の「光と影」ともいえるふたつの見学場所に出発。三菱財閥の令嬢としてこの世に生を受け、後に戦後の占領時代、米兵と日本女性の間により生まれた混血児を引き取り、エリザベスサンダースホームを設立した澤田美喜さん。彼女がコツコツと集めた「隠れキリシタン」の遺品の数々が展示されているのが「澤田美喜記念館」。
「隠れキリシタン」が幕府の厳しい追及を逃れ信仰を必至に守り続けた証しが目の前に並ぶ。豊かさだけを追い求めてきた我々に、信仰とは一体何なのかと強く問いかける。
　二つ目の見学は、敗戦後の新生日本の指導者であり続けた吉田茂の旧宅。「大磯詣で」の言葉も生まれた権力者の邸宅であったが、火災で焼失し、今は再建中とのこと。広大な庭園を観て回るが、「夏草や　兵どもが　夢のあと」の一句が浮かんできたのは私一人であったか。
最後は、昼食と相成ったが、西行の詩で知られる鴫立庵をかすめ、「国道一号線」沿いの大内館に到着。大磯宿として栄えた往時は、脇本陣があった処とか。「松茸土瓶蒸し」を中心に、会席の小鉢が美しく揃えられた料理に舌鼓を打つ。
解散地点の大磯駅に戻る途中、「地福寺」に寄り、島崎藤村の墓に詣で、記念写真を撮り、「大磯ぶらり散策」を無事終了。
初　　恋
　まだあげ初めし前髪の
　林檎のもとに見えしとき
　前にさしたる花櫛の
　花ある君と思いけり
　　　島崎藤村「若菜集」より
　
心なき身にもあわれは知られけり　鴫立つ沢の秋の夕暮れ
　　　　　　　西行法師
	相談システムのご利用を
人生に難題はつきもの。
一人で悩まず、気軽に相談を！相談は秘密を厳守
事務局に電話下さい。

	お 願 い
　いちょう会は、ニュースで訃報を掲載させていただいております。
御不幸があった場合は、遺族の方のみならず友人・知人からも受け付けております。一報をお願致します。総会で黙祷を捧げさせていただいています。
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	いちょう会ホームページ
いちょう会の行事、活動の状況が一発で分かる「いちょう会ホームページ」は
「県退職者いちょう会」で検索


